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1900年以降 2000年以降

米国の株式市場では、興味深い「周期」があります。その一つが「9月が安い」というものです。

 

月別騰落率を調べてみると、1900年以降および2000年以降ともに、9月の騰落率が1年の中で最も低い結果

 

となりました。反対に、4月や11月の騰落率が高くなっており、下図の米国株式の月別騰落率を参考にするの

 

であれば、9月の下落した局面においての「買い」は、11月に向けて奏功するといえそうです。

2010年9月1日

9月は米国株式の仕込み場となるか

楽読

 

（ラクヨミ）
Ｖｏｌ.289

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません
（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

（％）

米国株式の月別騰落率

 

（1900年および2000年以降

 

2010年※までの騰落率平均）

今月は

 

9月

近年の米国では、毎年1月・4月・7月・10月の中旬から

 

企業の四半期決算発表が本格化します。そのため、決

 

算発表を控えた売買の難しさなどが影響しているのか

 

もしれません。

 

なお、興味深い「周期」として、大統領選挙を中心とした

 

4年毎の株価の騰落も注目されます。

こうした結果は、理論では説明できない株価の規則的

 

な現象であり、今後もこのような現象が続くとは限りま

 

せん。しかしながら、過去の経験則は時に投資のヒント

 

となる場合があることから、世界の株式市場に影響を

 

与えやすい米国株式だけに、プラスαの材料として経

 

験則を参考にしてはいかがでしょうか。

●両グラフの米国株式は、NYダウ工業株30種平均

※2010年は8月まで
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（ご参考）米大統領選挙およびその前後の

 

米国株式の年別騰落率

 

（1900年～2009年の該当年の騰落率平均）

今年は中間

 

選挙の年
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